
６月の道徳教育研修会に向けて！
～ 金子みすゞ『こだまでしょうか？』 ～

６月７日に喜界小学校で，大島地区小学校道徳教育研修会が開催されます。

昨年11月29日に喜界中学校で算数の授業を公開し，次の週12月６日から道徳の研究をス

タートさせましたが，まだまだ研究は途中です。しかし，子どもたちの心を育む研究によ

り，これから子どもたちがどのように変容するのか楽しみです。

そんな中，喜界小の廊下に職員が貼った詩を見付けました。

道徳の授業は，いじめはいけない。嘘を言ってはいけない。などの規範意識を教え込む

授業ではありません。

自分の経験や考え方と友達の感じ方や考え方を照らし合わせ，物事を多面的・多角的に

考えさせる授業を目指しています。子どもたち一人一人が，道徳的な価値を理解するとと

もに，自分の生き方について考えを深めたり，自分や社会の未来に夢や希望をもてたりで

きる人に育てていきたいです。

金子みすゞさんの詩から，人はたった一言で傷つき，たった一言で微笑む。優しく話し

かければ，相手も穏やかに返してくれる。言葉の『こだま』は，心や気持ちにまでこだま

する。だから，言葉って大切なんだということを改めて考えさせられました。

喜界小では授業を通して，『伝え合う力』の育成を目指しています。

私たちの考える『伝え合う力』とは，自分の考えや主張だけを

通そうとするのではなく，相手の気持ちや立場を理解し共感し，

互いに尊重し合える力でまで含めています。

優しい言葉がこだまする喜界小学校を目指して，頑張ります！

学校だより５月号

電話番号 ６５－０００４

大島郡喜界町湾１８０８番地

『こだまでしょうか』 金子みすゞ

「遊ぼう」っていうと「遊ぼう」っていう。

「馬鹿」っていうと「馬鹿」っていう。

「もう遊ばない」っていうと「もう遊ばない」っていう。

そして、あとでさみしくなって，

「ごめんね」っていうと「ごめんね」っていう。

こだまでしょうか，いいえ，誰でも。



行 事 等 日・曜 行 事 等

７日(水) 大島地区道徳教育研修会（喜界小） ２０日(火) 着衣水泳（４，５，６年）

８日(木) 防災教室（５年） ２１日(水) 着衣水泳（１，２，３年）

９日(金) 内科検診（１・３年） ２２日(木) 授業参観，学級ＰＴＡ

１０日(土) 児童引き渡し訓練 ２７日(火) 町教育委員会学校訪問

１４日(水) 内科検診（５・６年） ２８日(水) 修学旅行（６年）（～２９日）

１６日(金) 租税教室（６年） ３０日(金) 休養措置日（６年）

喜界幹部派出所や交通安全協会の方々に指導を

していただきました。

低学年は安全な道路の渡

り方，中，高学年は自転車

の乗り方，点検の仕方を丁

寧に教えていただきました。

交通事故は他人事ではあ

りません。自分の命を守れ

るように，習ったことをし

っかり実践する気持ちをも

ってほしいです。

交通安全教室

５年生が奄美少年自然の家

で，野外炊さんや自然の中で

のクイズウォークラリーなど，

普段できない体験を経験しま

した。

１泊２日の活動を通して，

高学年として身に付けたい，

集団行動や自立した態度も学

びました。とても有意義で思

い出に残る宿泊学習になりま

した。

安全な毎日を過ごすために

５年生：宿泊学習

１・３・５年の保護者の方

々に集まっていただきました。丁寧で，手際のよい作

業で，１時間もすると，校庭の草がなくなり，教室や

施設が見違えるほどきれいになりました。

多くのトラックや機材など

も貸していただき，本当にあ

りがとうございました。

６月の行事

愛校作業

１年生から４年生がスギラビーチなど，

それぞれの学年の目的地を目指して，遠足

に出かけてきました。新しい学級の友達と

も，さらに交流を深めるいい機会になりま

した。天候に

も恵まれ，外

で友達と食べ

るお弁当はと

てもおいしそ

うでした。

春の一日遠足

愛校作業では，プールの清掃も行いまし

た。保護者と一緒に，子どもたちも汗を流

して作業をしました。先日，水泳学習が始

まりました。ピカピ

カになったプールで

これから思いっきり

水泳学習を頑張りま

す。

プールもきれいになりました

学校に不審者が侵入してきたため校庭に避

難するという設定で訓練を行いました。

また，下校中に不審者に声をかけられた場

合の対応についても代表児童が模擬演習を行

い，みんなで一緒に対応を学びました。

＜いか・の・お・す・し＞

ついていかない，くるまにのらない，お

おごえをだす，すぐにげる，しらせる。

いざその場になる

となかなかできない

ものです。繰り返し

思い出す機会を作り，

常に意識してもらい

たいです。

不審者対応訓練




